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ＯｎＪｕｌｙｌＯ，1961,ｏｎｔｈｅｔｅｓｔｗｏｒｋｉｎｇｏｆｔｈｅｎｅｗｄｅｅｐ－ｓeatrawlingdeviceofKago‐

ｓｈｉｍａｍａｒｕ，thetrainingshipattachedtoKagoshimaUniversity，ａｓｐｅｃｉｍｅｎｏｆｔｈｅ

Ｇｕｌｐｅｒ－Ｅｅｌｗａｓｃａｕｇｈｔｂｙｔｈｅｍｉｄｗａｔｅｒｌａｒｖａｌｎｅｔｗｉｔｈ４,000m-1ongcable・Ｔｈｅｓｔａ‐

ｔｉｏｎｗａｓｏｆｆＴｏｓａ，８５milessouthofAshizuriMisaki，ａｔ３１｡22/Ｎ・’133.09ノＥ，

Ｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｐｅｃｉｍｅｎｉｓａｆｅｍａｌｅ，４７５ｍｍｌｏｎｇｗｉｔｈｔｈｅｃａｕｄａｌｔｏｒｎｏｆｆａｔｔｉｐ，

Ａ１ｔｈｏｕｇｈｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｉｓｃｏｎｓｉｄｅｒａblydamaged,ｉｔｓｈｏｕｌｄｐｒｏｂａｂｌｙｂｅｉｄｅｎｔｉｆｉｅｄｗｉｔｈ

ａ”pAα〃"”ｐｅ/ｃｃα"o雄８（VAmLANm)，asitagreesinthemaincharacteristicsofthe

speciesgivenbyBERTIN（1934)．ThemeasurementsandcountsofthespecImenare

tabulated（Tableｌ)．

ＴｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｐｅｃｉｍｅｎｍａｙｌｉｋｅｌｙｒｅｐresentthefirstrecordoftheGulper-Eelfrom

adjacentwaterofJapan，anditsnorthernmostoccurenceofwesternPaciflc．

6１

まえがき

目鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸の鹿児島より尾道へ

岳沖でその１万メートルトロールウインチの試験を行なった．

1961年６月鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸の鹿児島より尾道への廻航の途次を利

用して，土佐沖でその１万メートルトロールウインチの試験を行なった．そのとき中層稚

魚トロールにより多数の小型の中層性魚類とともに，著しく破損しているが動}”ﾙα〃77x

pe/gcarzo”9ｓ（VAILLANT）と同定されるものが１個体得られたのでここに報告することと

する．

採集を行なったのは高知県足摺岬の南方約８５浬，31.22'Ｎ，133.09'Ｅにあたり現場の深

さは5,200,,1961年６月１０日午後２時20分より５時まで，口径４ｍ×１ｍの楕円形の

網口を持つ中層ネットに4,000ｍの曳行索を用いて斜曳きを行なった．捲上時の鋼索の傾

角より承て中層ネットは最深3,500ｍ内外に達したものと思われる．

この採集によって得られた中層性魚類は１４種１１１個体で，大多数は全長50～60ｍｍ以

下のヨコエソ科Gonostomatidaeに属するもの（主としてＧｏ"“ro耐ａｇｒａｃ"e,CyclIorAo"e

spp.）であった．これについては稿を改めて報告することとする．

標本の記載

ここに報告する標本は細長い尾部の先端が切断されているが全長475ｍｍに達する雌魚

である．破損がいちじるしく，皮膚はまったく剥離し前半の一部を残すのみで，内臓諸器
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官も皮唐とともに脱落分離しているが，その大部分は同時に採集されている．頭骨､両顎，

懸垂骨などは完備しており、鯛､胸鰭などを含む部分の特徴をもたしかめることができた．

体ははなはだ細長く筋肉節数95以上，尾部は残存する部分の拳でも躯幹長の１．４倍でい

ちじるしく側届し，且つ先端は次第に細くなる．背鰭は躯幹部の中央よりやや前方第12筋

節に始まり醤鰭起点（第36筋節）より前方の部分に３８鰭条をそなえる．背鰭及び啓鰭の

尾端切断部までの鰭条数はそれぞれ162及び108である。眼は小さく頭の前端にあり，口

裂は著じるしく大きく口角後端は第17筋節に達する．上顎は舌顎骨と方骨とよりなる懸

垂骨とこれに沿う細い稗状の上顎骨により構成され，下顎骨は上顎とほぼ等長で細稗状を

なす．両顎骨はきわめて多数の小粒状の細歯をおびる．鯛孔は卵円形で腹側に左右近接し

て開き細蓋諸骨がなくて閉じることができないので鮒条は露出している．鮒弧は５個で最

後の１個の後方にも鯛裂をそなえる．胸鰭は鮒孔の直後にあってきわめて小さいが１４鰭

条を有する．体側の皮層は濃黒色を呈しやわらかくて小さなしわに富む．著じるしく拡張

することのできる口腔の側壁の皮層は多少褐色をおびいっそう多くのしわを持つ．

眼より後方に向って体側を縦走する側線上には，密接して斜列をなす３～５個の乳頭状

突起群と単一の乳頭状突起とが交互にならび，鮒孔の上方までに合計約５０個を数える．

頭部感覚管の下眼枝は上顎の縁辺に沿う２本とその上方を後上方に向う１本とよりなり，

いずれも単一の小乳頭状突起をおびる．その他の感覚管系は損傷のため明きらかでない．

背鰭基底の両側に沿い深い一縦溝が走り，その内側は乳白色を呈する．

計測し得る各部分の測定値をBERTIN(1934）に従って第１表にかかげる．なおBERTIN

によるSelebes海産の全長600ｍｍ標本の測定値を比較のため併せ示してある．

Table１．Measurementsandcountsof瓦"”〃αﾉ”xPeJgcα"o雄,ｙ（VArLLANT）
obtainedoffTosa，Japan，ｗｉｔｈｔｈｅｄａｔａｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｍｅｎｔａｋｅｎ

ｆromSelebesSeaafterBm皿1Ｎ（1934)．
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Ｔｏｔａｌｌｅｎｇｔｈ：

ＤｅＰｔｈｏｆｂｏｄｙａｔｔｈｅｂａｓｅｏｆｐｅｃｔｏｒａｌ：

Ｄｅｐｔｈｏｆｂｏｄｙａｔｔｈｅｏｒｉｇｉｎｏｆａｎａｌ：
Breadthofhead：

Diameteroforbit：

Interoculardistance：

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｓｎｏｕｔ：

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｈｙｏｍａｎｄｉｂｕｌａｒ：

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｑｕａｄｒａｔｅ：

Lengthofupperjaw：

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｇｉｌｌｏｐｅｎｉｎｇ：
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｐｅｃｔｏｒａｌ：

Predorsallength：

Preanalleｎｇｔｈ：

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｍｙｏｔｏｍｅ：

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｄｏｒｓａｌｉｉｎ－ｒａｙ：

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｄｏｒｓａｌｆｉｎ－ｒａｙｐｒｅｃｅｄｉｎｇａｎａｌ：
Ｎｕｍｂｅｒｏｆａｎａｌｆｉｎ－ｒａｙ：

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｐｅｃｔｏｒａｌｉｉｎ－ｒａｙ：

475十ｍｍ
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考 察

この標本はBERTINが主としてＤana号の採集標本によって明きらかにしている恥〃‐

”α〃"ｘｐｅ/eca河o雄1s'（VAILLANT）と，その一般的な形態，頭骨，両顎，鯛弧，内臓諸器

官，感覚管系の構造，胸鰭の位置などにみられる諸特徴においてほぼ一致している．又，

BERTINは西南太平洋で採集された全長268～600ｍｍのもの７個体，大西洋で採集され

た全長７７～535ｍｍのもの３９個体の計測を行なっているが，この標本を同じ標準によっ

て計測して得られた測定値は第１表に示すようにSelebes海のＳｕｌｕ島近海で採集され

た全長600ｍｍの大型の標本と大差がない．

BERrlNによれば本種の脊椎骨は個体により102～112個を数えるが，この標本の生時

の全長が約600ｍｍに達するものとすれば，残存している尾端の附近の脊椎骨のそれぞれ

の長さから承てその総数は110個内外と推定され，同時にその部分を加えると鰭条数も背

鰭190個内外，醤鰭130個内外と考えてよいのではないかと思われる．BERTINのあげて

いる鰭条数は背鰭155～196,瞥鰭118～147でその変異の幅がひろくこの標本の推定鰭

条数は充分にそのなかに含まれるとゑてよかろう．

以上のように標本が不完全のために充分な比較ができないうらみがあるがここにはこの

標本を上記のように恥rypﾉｾα灯ﾉ"xpeJecα"ｏｉ此ｓ（VAILLANT）と同定することとした．

本種は大西洋では10.Ｓから47.Ｎに至る広い海域で採集され，太平洋周辺ではSelebes

海，Bandａ海､NewGuinea北方､Ｔａｓｍａｎ海など，インド洋ではSumatra西方で採集

されており全長６０ｃｍに達する．主として2,000ｍ以上の暖海中層に分布しているもの

とされ，日本近海からは始めて報告されるものと思われるが，本種がわが国の近海で採集

されることはすでに松原（1955）により予測されている．
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